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「罵を介した地域社会の未来づくり J

~潟のいる地域コミュニティ~

はじめに

ストレス社会のやで，自分の心のやをすべてさら

け出せる人がいれば，民常の精神的な疲れはなくな

るのかもしれません。その心の中を打ち明けられる

祁手として，言葉を発せず他言もしない動物の存夜

があります。ベットには素直に自分の気持ちを話す

ことができる。このアブローチを使ってカウンセリ

ングに役立てているのが，アニマル(アシステッド)

セラピー動物介在療法です。

その馬分野である「ホースセラピーJは，古代ギ

リシャの時代から傷ついた兵士が心も身体も癒さ

れたと医学の父，ヒポクラテスの讃:物にも残されて

いるほど長い歴史を持っています。ドイツやスイス

では，健康保険が適用されるほど乗馬療法として医

学的に認められています。1952年にヘル、ンンキオリ

ンピックで，小児麻療を克服したデ、ンマーク人が馬

術競技で，銀メダノレを獲得したことで，ホースセラ

ピーが欧米に広まりました。一旦とぎれた神経が粂

馬の縦横の揺れによって，男IJの神経間銘を作ると言

われています。

日本では，馬というと競馬や乗馬のイメージを持

つ方が多いと思いますが，馬を見かけることは，臼

常的にはほとんどありませんので，馬は特別な存在

で敷居の高いイメージがあるようです。ホース・ブ

レンズ事務局の研究牧場では，馬の本来もっている

しさや臆病さが，心の問題を抱えている人にとっ

て，どのように良し晴海を医学的，心理学的に検証を

行いながら活動を行っています。

不登校・ひきこもり・ニート支援

近年，社会問題となる社会との関わりを能って家

に閉じこもる《ひきこもり》現象が社会問題となり，

不登校の児議・生徒は全国で約四万人，社会人な

8内閣府トIPO法人ホース・フレンズ、事務局

耳!l~~Ç:t全 (Hiromi Ashiuchj) 

どi攻時が把握していない数を合わせると，推定 100

万人とも言われています。自信を喪失し，家に閉じ

こもっている人々にとって一番大切なのは，家の外

へ足を踏み出すことです。そのキッカケとして，馬

が大きな役割を果たしています。馬に接することで，

生命あるものへの尊厳，自然や自分たちを取り巻く

環境への埋解が進み，そこから部造性や新たな価値

観が生まれます。日本では非日常的である馬とふれ

あうことに対して，多くの不登校が自然に興味を

持ってくれます。また母親だけではなくて，馬とい

う大動物ということや競潟のつながりで，父殺を

ひっぱり出すことが出来ます。

さらに，ひきこもりやニート問題で， {69Jいて国に

税金を落とせる社会人の減少により，年金問題にも

拍車がかかっています。不笠校は，長期化したり，

り返しやすい傾向にあり，不主主技経験からニート

や引きこもりに発展するケースが通常のおよそ 7

倍程度であると総務省の就業構造基本識査で発表

されています。

彼らの置かれている状況は，自分以外に対象がな

い状態で社会から孤立しています。同時に，こうし

た児童・生徒の親も伺様に社会的に孤立し，解決の

ための鼎かれた場が不足しています。

卒業論文のホースセラピー研究

0369-5247/11/Y500/1 ;論文/JCOPY
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このような状況において，言葉を持たない潟たち

との意思の疎通を区lることは対人間よりも単純で、

ありながら，言葉という媒体を使わず人間に語りか

けようとするものを感じ取る訓練は社会性，協調性

を形成する有用な訪11練となります。また，温かい馬

に触れ生命を実感できること，乗馬や世話を過して

運動量を補える点において心身ともに作用し大き

な効来があります。夜、たちの活動は，ひきこもり・

不登校に悩む人々の問題解決のきっかけとなる場

を提供し，不設校から社会人のひきこもり者を増や

さないためにあります。高級なイメージを払拭する

気軽な費用で体験できるシステムで，社会全体で支

えあうホースセラピー活動を目指しています。

教育活動における

ホースセラピー効果

時代が生み出した潔境ストレスは，子どもから大

人までみんな忙しい時間の中で影響を受けながら

生きています。自然から恵みを授けられている自然

の一部の人間は，自然から遠のくほど健康を維持す

ることが難しくなります。

特に幼いころの体験や生活習慣の中lこ馬がし、る

自然環境の中で， j\!..~性と情緒が育てられます。ヲこど

もの育ち磁りの時期に潟がし、ることで， ~Q:れ、たり，

誇還し、だり，泣いたり，喜んだりして，児設が，1~~に接

することで，生命あるものへの尊厳や自然や臼分た

ちを取り巻く環境への理解が進み，そこから創造力

や新たな伽{依観が生まれます。 潟のまわりでは，

一生懸命勉強するだけより，翻ったらみんなが助け

てくれるというような人に好かれる性絡を形成し，

，I~~の誕生会 ウマたちへのケーキづくり

仲間の大切さも学びます。また，若い時に感性を培:く

ことで，歳をとっても新しい感性を呼び戻すことが

できます。

罵のいる地域コミュニティ

ストレス社会で生きて行かざるを得ない現代人

にとって，自然環境で感性を磨き，ライフスタイル

がその人の考え方や生きかを豊かな人生に導く行

動パターンとなって習墳づけられて行く環境が必

要になります。馬のいる場所が，豊かな人生のため

の九、のちの習慣Jを身につける場所になります。

大人たちの間では自殺者や;}JlJうつ人口が増え，共

働きの疲れから家族の会話がなくなって，子どもた

ちの開でも心を打ち明ける機会をなくして，自殺を

選んで、しまったり，恐ろしい事件に巻き込まれてい

ます。日常の疲れを日常の中で解決できれば，ひき

こもりや自殺者はこんなに嬬えないでしょう。人は

他人のために生きているのではなく，生きているH寺

問は自由に使えるのです。特別に作られた環境では

なく，自然潔境の中での地域で生きる人が助け合う

コミュニティづくりが念、がれます。

将来，社会に自立した子どもの姿をイメージでき

ない親の過保護も子どもの発達の不安に憎む親も

地域の身近なコミュニティで，知恵ある高齢者と子

どもが交流できる環境があれば，どんなにか救われ

ることでしょう。

::')J先1切に，r~のいる地域コミュニティとして，心も

身体も癒してくれる身近な環境があれば，子どもた

ちの米知!の可能性を引き出すことができます。子供

から大人まで老若男女が集う馬のいる森のコミュ

クリオージョ限 マーシャノレと子どもたち
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ニティを地域で眼っている公罷や植物騒などを利用

することで実現できます。そして，人が馬によって

癒えてゆくことの素晴らしさを多くの人にしかも

気軽に体験していただける安心・安全な場所となり

ます。

罵が地域をコミュニティする時代

一殻的に馬がし、る場所は，駅から遠く行きにくい

場所だ、ったり，経済的にも敷居の高いスポーツに

なっていますが，馬に乗る技術を磨きに行く乗馬ク

ラブではなくて，その以前の“馬そのもの"の魅力

や性質を知ることで，馬と人との関係の原点を見つ

める馬も人も癒される場所，行きやすい費用で実現

できたらと考えました。平成 19年 5月 26日iこ，枚

方市の所有地約2，000坪の特急、の停まる駅枚方市駅

から徒歩5分のところに潟がいるセラピー専用牧場

をオープンしました。烏のセラピーだけではなくて，

罷芸や青楽やアートなど複合的なセラピーの専用

牧場です。この牧場は，企業の支援と関わるノLの善

意で、成り立っています。企業は，手Ij主主を税金として

納めて社会貢献しています。でもその税金が拘に使

われているか分からない。聞に見える社会貢献を行

うホース・フレンズの活動に支援してくださいとお

原品、して，多くの企業が，枚方の牧場に支援してい

ただけることになりました。

乗潟は一度はしてみたいという人が多いのに，

居の高い乗馬のイメージや何処に潟のいる場所が

あるかわからないと言われることも多く，気軽さが

少ない潟事業界の馬を身近に接してもらえるシス

テムを作ろうということで，東京大学大学院農学生命

科学研究科教授の局博一氏，厚生労働省疲労研究班

班長の倉憶弘彦氏や，不登校の子供たちと 30年以

上も生活を共にしている臨床心理士:の高檎良医氏

をはじめ，セラピ一馬の調伝師などのスペシャリス

トに玉虫事に参詣していただき，活動を行っています。

日本でも障害者乗馬は，30年近く取り組まれてい

ますが，ホース・フレンズ事務局が運営する枚方セ

ラピー牧場では，感情の調整や意欲の向上など，心

身のバランス感覚の関復iこ向けて，ストレス社会に

生きる多くの人々のために馬が心身を癒す効果が

あることを研究しながらホースセラピーの普及活

動をおこなっています。また，本来潟が持っている

人への心身の回復効果を使って，社会的テーマとな

る「不主主校・ひきこもり・ニートjを対象に，馬との

ふれあい効果を最大限に引き出す心理に特化した

プログラムを開発しています。

馬とふれあうプログラムは，潟に乗るだけではなく，

エサをあげたり， !認の手入れや馬房締除など馬の

らしを体験したり，たてがみの三つ網，夏は馬を

丸洗い，馬場を期うラチのペンキを塗り替えたり，

ニンジン:上回を作ったりなど馬の毘辺でいろいろな

遊びがたくさん出来ます。乗馬クラブでは主主労儲と

なる厩務作業を，子どもたちは自をキラキラ輝かせて

手伝ってくれます。幸運を呼ぶ蹄鉄に願いを込めて，

その顕いに向って努力することも楽しいものです。

プレゼントで、もらえる蹄鉄から馬を知って，身近に

馬あそびを体験してもらえると思います。潟は全隠

47都道府県にいます。新たなホースセラピ一事業と

して，行政が管理する公園や空き地に馬主?入れて，

高齢者と子どもの集う場所を作ることが出来たら
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と思います。馬の朝は早いので，学校に行く

前に馬の世話をして，牧場で地域の高齢者と

朝ご飯を食べて主主校する。そんな地域社会に

根ざした活動をして行きたいと思っています。

枚方のセラピー牧場で小さな森づくりプロ

ジェクトjをスタートしました。小さな森なら

都会でも作れます。環境問題にも直結してい

る馬から発信していくことは色々とあります。

今，地元枚方の農家さんと連携して，ボロ(馬

を肥料にした無農薬野菜を使ったレスト

ランの構想、が持ち上がっています。

セラピー践について

安全性，従順さを備え，介助者の支持に素夜に従

うような調教を施された馬で，周屈の突然の音，光，

匂い，塁手jきなどに動じない馬づくりをしています。

例えば，ビニールの買物袋が!誌で、飛んで、きた持なども

怯えず，人のいる潔境では，危ないことがないと潟に

伝えて行きます。馬の性格や歩んで、きた履歴などを

調べ縫認し，繰り返し潟に伝えてゆく子育てのような

調教方法を「課指jといい，当民体のおIJ理事であり，

河蘇市の夢大大地グリーンバレーで，セラピー潟づ

くりの先駆けとなった梅木康裕氏に支持し，セラ

ピー烏の育成のための訓練や管理をする新しい職

業として，ホース・フレンズ事務局では，調イ云11市と

いう新しい仕事の創出を目指しています。

安全で，人の指示を素直に受け入れるセラピーに

適した調伝を施した馬の効果によって，ひきこもり

の自信回復につながり，共に楽しむ喜びを感じるこ

とができるようになります。

馬を館うには広くて環境の良い敷地や飼育管理や

獣医師，龍伝師(調教師)，装蹄師などあらゆる専門家

が関わり助け合います。そういった点で，馬は人の

関係を結ぶ動物でもあります。ストレス社会において

既に“鳥"が必要な心の時代に入っていると思います。

ホースアシステッドセラピー

潟の生活のリズムは，日常生活のリズムを取り戻

すことに役立ちます。潟は人間と同じリズムで生活

をしますので，習慣を覚えやすい潟と一緒にいると

食事の時間や運動のメリハリを一緒につける訓練

ができます。不登校やひきこもりの人たちは，夜眠

れず朝起きれない状態が多いので，馬のi宣:話をして

[スポーツ〕

・緩絵/玉霊童書

いると遥度な運動になり，騒眠の質が良くなること

が分かりました。そして，馬から比べると犬とか猫

の小動物は，悶線がベットを中心とした位置になり

ますが，馬はボニーでも大型犬より大きくて，常に

人の視界の中にいます。馬の世話芸どしたり自然に人

に開いてコミュニケーションが生まれます。馬のj艮

かさから大きな d馬の背に揺られ，意思を通じ合わせ

ることによって，馬への愛着が生まれます。あの美

しい馬体や優しい自も疲れた心をリラックスさせ

てくれる効果を促進します。

アニマルセラピーの中でも馬とふれあうホース

セラピーは，医療・教育・スポーツ・レクリェーショ

ン・コミュニティの多面的な要素を持っています。

人間より 1~2 度体潟が高いので，馬の温もりから

心のやすらぎが生まれます。大きな馬が自分の意思

で動いたことが自信回復につながり，喜びゃ楽しみが

溢れてきて日常のストレスや孤独感を癒してくれ

ます。馬は本来群れで、行動する社会性を持ち，人より

も大きな体を持ちながら従順で心優しい動物です。

周囲の人々とベースを合わせられず，集毘参加が困難

になった子どもたちは，そうした馬と接することで

意思を持つ相手に対して，自分の意思を明確に伝えて

いくトレーニングを積むことができます。また，

65%以上の不主主校児主主・生徒は，いじめられた経験

があり，大きくて力強いものに対する恐怖心を強く

持っています。大きな，馬を世話することで，そうした

恐怖心も取り除いていくことができます。また，馬に

乗ったとき，自分の背丈よりかなり高い所から周囲を

見ることは，自分の心を開放することになり，いつも

小さな世界に閉じこもっている生活から心の視野も

大きく変わる手助けになります。
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馬の目は 350度くらい見えるので，死角となって

いる真後ろや鼻の下から念、な宣言jきが現れるとビッ

グリして蹴ったり，立をって逃lデたりします。馬は牙を

持たない草食動物なので，自分を防御するためにその

ような行動をとります。耳も鼻もよく効いて五感がと

ても優れています。このように敏感な潟が安心して

過ごせる場所は，人にとっても安全・安心な場所とな

り，地域のコミュニティになります。ホース・フレ

ンズ活動は， r馬iこ癒され，人を癒せる人になるj と
いうテーマで，潟から豊かな気持ちを与えられた人が，

どのようにその喜びを社会に伝えていくか。ホース

セラピーは，社会活動の領域で， 日本でも近い将来，

馬のいる地域のコミュニティが広がって行くこと

でしょう。

購介在療法の臨誌研究

詳しくは本誌(P.15 r馬介在療法の科学的効果j
倉恒弘彦他)でも触れられているように，烏がもた

らす人への効果を実証するために，平成同年~平成

18年に厚生労働省の補劫金事業で阿倍こもりに

る小児慢性疲労，不登校の治療・予防に関する

臨床的研究政』と馬介在療法の共同研究を行し、ました。

考察できる点は，

1.表'1育が明るく柔らかくなったことから緊張感が

取れ，メンタルヘルスの向上につながったと

解釈できる。

2.プログラムに参加することで，他者との関係を

深めることにつながり，対人コミュニケーション

スキルの向上が見られた。

3.交通機関を使って一人で来場する，乗馬インス

トラクターやスタッフに貿潤したり会話をすすめ，

実際にそうした知識を手Ij用するというプロセスを

踏むことで，ソーシャルスキルの向上が見られた0

4.騎乗のステップアッププログラムは達成感が

得られ，大きな自信につながったと考察できる。

復職支援プログラムにおけるホース(アシステッド)

セラピーの試み

医療法人あけぼの会が実施しているうつ病関連

の疾患により休戦中の従業員を対象とした復職支

援プログラムとのコラボ企画として， 2009年 8fl 

20おより週に l聞の 4回シリーズ(各自 3時間) ， 

定員 6"'-'8名で実施しました。動物や自然とのふれ

あい体験を導入することで，より活き活きと楽しく

プログラムに参加し，エネルギーの閏復効果を高め，

開時に既存の他のカリキュラムへの椋乗効果や参加

者間の凝集性を高める効果を狙いました。また，大変

厳しい鹿沼環境の中で復!践し，かっ，その後健淡を

維持しながら就労を継続していくためには，働くこと

についての根本的意味について多面的に見つめ夜す

機会を提供することが必重さであると考えました。動物

や自然との関わりを通じた体験をカリキュラムに

導入することで，休職者が視野を拡げる機会をもち，

エネルギ一回復と社会適応力向上をこれまで以上に

促進させることをg指して，自信の回謹効果を期待し，

ホース・アシステッ]<セラピーを試行することになり

ました。

復職支援ブつログラムに求められることは，参加者

が復職を果たすことのみならず，復職後，再発や再

休I践を予訪し，就労告と継続できるようにするための

トレーニングの場の提供が重要です。

内容

各国のカリキュラムの内容(表1)は，騎乗体験

1) をゆ心に，セラピー牧場で、の牧場体験や

木陰でのティータイム，ホース・アシステッドセラ

ピーについての講義(写真 2)が中心であった。騎

乗体験では回を重ねるごとに，馬の操作を徐々にレ

ベルアップしていった。また，今回の試行にあたって

は，質問紙 (STAI，GSES， CES-D等)やセラピー

牧場に設置されている機械を使った疲労・ストレス

測定(脈拍変動による交感神経・副交感神経テスト)

も実施し，効果評仙のためのデータを収集した。

写真 1 騎乗体験
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表 l スケジュール<4回f=1>2009年9月 10日(木)15 ß寺~18 時

騎乗体験(写真1)→曳き馬体験，ボニーの散歩，手入れ

表 2 参加者アンケート

プログラム{な粂しめましたか

ブロクラムの内容に興味がもてましたか

全体自?な満足震はし治、がでしたか

後議支援ブログラムの任慾力')キュラムとして
効主義があると患いますか

。事

各回の最後には振り返りの時間を約 15分設定

(表 1) し，牧場体験を共有しつつ，次回以降に

向けた改善点を話し合った。また，参加者にはアン

ケート(表 2) にも回答してもらい， 4 1牛法の笠間

項目や自由記述械に感想、を記述してもらった。

経過

参加者6名(男性4名・女性2名)のプロフィーノレ

(2009年8月20日現在)は，平均年齢41.5歳，平均

休職自数2.8回，平均休職期間(今回)12.8カ月で

あり，その他の復職支援プログラム参加者の平均と

比較すると，ホース・アシステッドセラピー参加者

の方が，平均休職毘数は多く，平均休職期間(今回)

も長期化していた。

各自のアンケートの結果は表2に示すように， 4件

法の質問項目では「あまり思わなしリ f全く恩わな

しリという回答がまったくなく，とても楽しむこと

ができて満足度が高い結果になった。うつ病の特性

や元々の性格傾向が影響していると思われるが，休職

中に楽しんではいけないと，楽しむことに罪悪感を

20誌 40見 60掲 80完 100議

もつ傾向があるように感じられる参加者が少なか

らずいる中で，楽しむことを楽しめることは当たり

前のようで実は休職者には大切なテーマなのかも

しれないと感じられた。そして，アンケートの自陶

記述調には次のような意見が寄せられました。

写真 2 ホース・フレンス弓工務局の理事長からホース・
アシステッドセラピーについて説明を受けている参加者
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くアンケートに記載されていた参加者の声(抜粋)>

f馬を散歩に連れて行ったり，罵がエサを食べる姿

を見て，潟の従)1関さに感動したj

「乗馬の際，最初は引っ張ってやろうという強引な

気持ちがあったけど，今回は引っ張ってもらおう

という自然体でいられたj

「アニマ/レセラピーっていうのは知ってたけど，

まさか馬というものがあるとは知らなかった。

来て良かった。犬，猫よりもまた違った愛着が

わいた。自分自身に良い影響があるとわかったJ

f回を重ねるごとに，騎乗時に馬をコントローノレで

きるようになってきたのが嬉しかった」

「セラピーを目指している牧場のスタッフの方々

と接することができてよかったj

r)塙やポニーのエサ作りやエサやりを，愛情をもって

行なうことができたj

f馬震の掃除をしていると，小学生に戻ったような

気分になったj

f散歩の時間が長くとれて，ウマとニ人で向き合った

時自分の好きなように接することができた。その

時間の中でウマに動いてもらうタイミングなど

少しわかった気がして自信になったj

「実感としては，安心した気持ち，楽しい気持ち，

快い気分になれるが，抱えている心配事，不安な

気持ちが弱くなったり，なくなったりするより

桔対的に表面に現れる気分が変わるという感じ

でしたj

<枚方セラピー牧場スタッフの感想>

今回の復職支援プログラムは，ホース・フレンズ

の活動に大きな影響があった。セラピ一事業の新た

な一つの実例がで、きた。プログラムと疲労・ストレ

ス測定の兼ね合いが難しく，今後の課題となったが，

複数回のプログラムは被験者の表情や感情に大き

な変化をもたらし，セラピー効果の確認に大いに役

立つものと実感した。

屋癒法人あけぼの会メンタル

へんスセンターとの取り組み

<五十嵐英樹(HidekiIgarashj)氏の考察>

2010年 10月末現在で，参加者 6名の内， 5名が

復職を果たし就労を継続している。(1名は家庭の

事情で復織に査らず)。

参加者とセラピー牧場の間で何が起こっていた

のかを考祭してみたい。実際にホース・アシステッド

セラピーに関わってみて，馬によって癒されるだけ

でなく，馬を取り巻くセラピー牧場全体の環境がも

たらす影響が大きいように感じられた。とりわけ，

牧場スタッフの方々の温かさに包まれている感覚は，

参加者にはとても心地よく感じられるのではない

かと思われた。うつ病の症状が重いときには，外出

できなかったり，布団からも出られない状態になる

ことがあるが，屈復を図ってし、くためには，少しずつ

外出にも慣らしていき，活動量を増やしていく必要

がある。しかし，うつ病，寵患者は外界の刺激への耐性

が著しく低下していることが多く，ひきこもり状態

が長期化する場合もあるが，うつ病，隈患者にとって

のセラピー牧場は，日常の中の非日常空陪としての

存在意義が大きいように思われた。

牧場での癒しの体験は，休職者が休職中の辛い状況

を何とか紺えしのぎ¥もちこたえるのに役立つ可能性

があり，何とか耐えしのぐことができれば，耐えし

のいだ体験が復職後の人生の糧になり，その後の人生

を生きやすく健やかにしてくれるように感じられた。

牧場スタップの話しによると，馬にとっての唯一の

楽しみは食事だそうで，その唯一の楽しみを馬に提供

できることも参加者にはインパクトのある体験で

あろう。烏が食事という最も基本的な抵次の欲求に

楽しみを感じていることを参加者が取り入れ，その

楽しみを提供できる喜びが自信につながる可能性

があるように恩われた。また，食事がとれるありが

たさを再認識し，当たり前のように感じていたこと

に喜びを感じることで，うつ病の特徴の 1つである

ネガティブ思考を緩める効果があるのかもしれない。

アンケートに記載されていた参加者の声の中に

「馬房の掃除をしていると，小学生に戻ったような

気分になったJというのがあったが，セラピー牧場

では参加者は退行した状態になるのかもしれない。

期待に摘を膨らませて日々を過ごしていた子ども

の頃の自分が，どのようにアイデンティティを発達

させてきたのかということを，セラピー牧場という

安心できる空間で象徴性をもちながら無意識的，

前意識的に見つめ直す場を，セラピー牧場が提供し

てくれるのではないだろうか。セラピー牧場で子ど

ものように振舞っていた参加者が築者にはとても

印象的で、あった。
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アンケート結果や参加者の経過等から判断し，

ホース・アシステッドセラピーを復職支媛フつログラ

ムのカリキュラムとして継続予定であるが，今後の

課題としては，継続しながらデータをさらに蓄積し，

効果評価していくことが必要である。そして，カザ

キュラム内容を充実させ，効巣が期待できる対象者

を明確にしていくことも課題で、ある。

大変厳しい雇用環境の中で，職場側にとっては休

職者を受け入れる際の配慮がより困難になってき

ている現状があり，休職者にはできるだけ高いパ

フォーマンスでの復職やストレス耐性を高めてお

くことが求められる。ホース・アシステッドセラ

ヒ。ーがその一助になればと思う。

ホースセラピストという
職業の創出

ホース・フレンズ事務局では，人と馬両方の介助

者であるホースセラピストの育成にも力を入れて

います。心理学，乗馬:!:I三埋学，馬学，コミュニケー

ション学などを身につけ，安全に楽しく活動に参加

していただくための学習をしていただきます。馬・

参加者・ホースセラピスト・天候の組み合わせに

よってプログラムを構成します。大動物から危機管

理を学んで，コミュニケーション能力を身につけ，

ボランティア精神も持つ人は，企業が求めている

人材です。近い将来，企業に籍を霞くホースセラピ

ストが，その企業がメセナ活動の一環として，半分

ボランティアで活臨できるような社会になって

欲しいと願っています。また誠伝師というセラピ一

馬の訓練や管理を専門分野の新しい職業の定IJI:l:lも

目指しています。

これからもっと地域に馬と身近にふれあう活動

が広がって欲しいと思し、ます。馬は人を連れてくる

と言います。馬を通じて，あらゆるものが変わって

行くことでしょう。人間は，社会の仁ドで、人と交流し 3

様々な体験をすることで喜びゃ哀しみを感じて，

社会性を培っていきます。夜、たちは，馬と一緒に

共に育ちあう“共育"の場見ITとして，動植物命ある

すべてのものを尊重し，大事にする気持ちを育む

潟のいるコミュニティで，安全に外遊びのできる

笑顔いっぱいの子どもたちと楽しく時間を共有

できる素敵な地域社会になることを願ってやみま

せん。

);1~介在療法の臨床研究の後子

ホースセラピストによる応とのふれあいプログラム

ディサービスの高齢者ボニーとふれあって
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